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　意外のことであるが，これまでのわがくににおいてアメリカの経営管理論，組織理論，
管理技術などの紹介，分析は盛んにおこなわれてきたが，アメリカ企業そのものの包括
的な分析は，十分になされてこなかった感がある。アメリカ企業そのものの理解がなげ
れぱ，経営管理論や管理技術を正しくとらえることはできないであろう。実際にアメリ
カ企業を訪問してみて療感するのは，それについての事実認識の欠除である。意外なと
ころに，わがくに企業との相違点や共通点を見出して驚くのであるが，彼我の企業比較
のうえで，経営管理論や管理技術の検討もなされなければならないし，そうしてこそ。
それらのみのりゆたかな摂取も約束されると思う。その場合，とりわげアメリカ企業そ
のものを，それを生成，発展せしめた環境のなかでとらえることが，その理解を深める
一番の方法であ乱この点で鳥羽欽一郭教授の新著r企業発展の史的研究一アメリカに
おける企業者活動と経営管理」（ダイヤモソド杜，昭和45年）は，こうした理解をもた
らす好著であるo
　もっとも教授の意図は，主題がr企業発展の史的研究」であり，副題がrアメリカに
おける企業者活動と経営管理」であることから示唆されるように，より一般的に経済発
展のなかで演じられたr企業老活動」を，歴史的環境との関連から類型化することにあ
るように思われる。比較経営史ないし比較企業老活動史というような，大きな構想があ
ると思われ乱この点で，本書はC・カー，J．T．ダ：ノロヅプ，F．H．ハービソソ，C．
A．マイヤーのrインダストリアリズムー工業化における経営者と労働」に通じるも
のがある。
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　こうしたテーマはきわめて魅力的なものにもかかわらず，この種の成果が中々あらわ
れないのは，広汎た研究作業と多面的た叙述が必要なことによるものと思われる。鳥羽
教授は経営史カミ御専門であるが，これまでの経営史のワクも，従来の企業着史のワクも
こえて．アメリカの企業老活動史について，大変エネルギッシュに多面的な考察をなさ
れた。本書には杜会経済史的な展開もあれば，マーケティソグについての展望もあり，
経営組織の生成・発展もとらえられている。じつは現実の企業老活動は，すぐれてこれ
らの局面とのかかわり合いのなかで展開されてきたのであって，その史的展開をあとづ
ける研究者も，多面的な考察をしなげれぱ，企業老活動の全貌はうかび上ってこないこ
とになるのであ私こうした多面的恋アプローチには，相応の危険もあるのであるが，
本書はその克服に成功Lていると思う。
　ところで，「企業者活動」とはなにか。ここでは，とりわげJ．シュムペーターの概念
が導きの糸とたっており，「新緕合」ないし「革新」によって，均衡を打破する経済主
体が考えられている。「革新的」とか「創造的」企業着ということぱは，本書でひんぱ
んに出てきて，経済発展のなかでの企業着の主体的役割というものが強調されている。
企業老活動の積極的で主体的な役割，その創造性，革新性について，鳥羽教授は信念に
近いものをもりておられるようである。もっとも，この企業老活動の概念はより具体化
・拡大化することも考えられていて，たとえぱ，A．H．コールのr企業老活動とは…・・
経済的財貨およぴ用役の生産と分配とを目的とする利益指向的企業を創始し，縫持，あ
るいは払犬しようとして，個人または共同する個人の集団が営むところの合目的活動が
それである」という定義も引用されており，企業者活動は，「その経営単位の内部的状況
その単位を実際に構成Lている杜会集団，さらに経済的・政治的・杜会的諸環境，すな
わちその単位を取り巻いている諸制度，諾活動および諸理念との関連において，推進さ
れるものである」というコー々のことぱも，つげ加えられてい飢このような解釈の結
果，企業者活動の概念は拡大されてさきにのべたような諸局面とのふれ合いは，いつそ
うつよくなる。同時にこの概念は，企業活動とか経営管理（活動）などという概念とほ
とんど同じひろがりをもつようになる。もつとも本書の特色は，企業老活動の理論的解
閉よりも，アメ以カという舞台で，企業者活動がいかなる環境的要因によって促進・発
展せしめられてきたか，マーケテイング，管理組織などの局面において，いかなる戦略
的展開をとったか，といった実証的議論にある。議論は個々の産業部門や会杜が引証さ
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れるといった，具俸的なレベルでおこわなれ，叙述は企業活動のほとんど全体にわた
り，アメリカ企業の発展カミ多面的にとらえられるので，経営学の研究着にとっても・参
考になる点が非常に多い。
　本書の構成と，議論のすすめ方はつぎのようになってい私まず・第一章はr企業老
活動と文化構造」となっており，第一節では経済発展の間題カミ，第二節では経済発展と
企業老活動の関違が，また第三節にあっては企業者活動とその杜会・文化的背景の関連
がとり上げられている。第一章は本書の理論的フレーム・ワークを提供しており，経済
発展のなかにおげる人問の主体性，企業老活動の概念，杜会・文化的環境から生ずる企
業考活動の煽拳といった問題が論じられてい飢この章におげる鳥羽教授の主張につい
ては，すでにのべたことになるので，その紹介は省略したい。
　第二章はrアメリカにおげる企業者活動とその環境」という題がかかげられ・そこで
の企業者活動が，いかたる歴史的環境のもとで促進され，発展せしめられてきたかがま
とめられている。第一節では，その経済的環境がとり上げられ，生産ならびに市場の諸
条件が列挙される。広大で，ゆたかな処女地の存在，急激な人口増加・自由労働力の存
在，同質的市場の形成などカミ言及されている。第二節にあっては，いわゆる伝統杜会の
諸憤習からの絶縁が強調されており，ニューイソグラソドを中心として，ピュリータソ
精神の甚大な影響がくわしくのべられてい乱とくにr貨幣価値に表現されたビジネス
における成功」というかたちの社会的威信が，典型的にあらわれたとされる。第三節は
アイデオロジーの問題であり，アメリカの企業老がその杜会・文化的環境下において、
いかなる経営理念をもつにいたったかカミのべられ私アメリカでは・H・スベソサrW・
G．サムナーたどの杜会進化論が，イギリスなどよりも徹底したかたちで流布し，自由
競争が杜会的進歩をもたらすものだとする信念，成功や富カミ杜会的進歩の象徴だとする
見方が，ひろく杜会的に受げ入れられていて，企業活動を許容し，さらにこれを鼓舞し
た点が指摘されている。
　第三章はrアメリカにおげる革新的企業者活動」となっており，企業者活動の革新性
・創造性とは，いか塗るものであったかが，いくつかの方向で具体的にのべられてい
私この部分は，経営学を学ぶ者にとっても・きわめて興味あるところであり・教えら
れ争点がすくなくない。第一節では・もっともアィリカ的なもののひとつである大量生
産々式の生成・発展亭潔述されており，その重要な構成要素たる部昴互換システムがE・
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ホイヅトニーやノースによって，またベルトコソベアシステムがO．エバソスによって，
すでに十八世紀末から十九世紀初頭にかげて創始されていた点が指摘されている。ホイ
ヅトニーの挿話は非常に面白いと思う。なお，今日も会杜名に名前をとどめている一違
の発明家的な企業家も登場する。げれどもかれらはかならずしも「企業家」としては，
成功Lなかったという指摘は興味深い。第二節では，大量販売システムの展開がとり上
げられている。犬量生産は犬量販売を前提とし，またそれを伴わたげれぱ，存立しえな
いのは自明である。犬量販売システムについては，本書はメーカーによる発展方向と，
小売業老によるそれを区別して，きわめて具体的た説明をしてい私
　第三節は企業老活動の目標（goal）の問題であり，今日までに，G．H．エバソスにそ
って目標設定に三つのステソプのあった点が，具体例の説明を通じて指摘される。第一
のステップは1875年から二十世紀初頭までで，国内市場の制覇と独占による市場掌握が
目標だったという。クウェーカー・オーツやスタソダード・オイルなどのケースがあヵミ
っている。げれども独占に対する杜会的批判が増犬し，政府の反独占政策が推進される
に及んで，この目標にかわって垂直的統合（バーティカル・イソテグレーショソ）が企
業者活動の大きな目標になった．とされる。これが今世紀初頭から第一次大戦前までの
期問であり，カーネギー，GMなどのケースが分析されている。第三のステヅプは1920
年以降であり，第一次犬戦中に膨張した経済資源のアイドル化を防ぐために，製品多角
化カミ目標とされるにいたったというoまた企業間競争の激化，技術グループによる研究
開発の進捗なども，製品の多角化という目標を前面におし出したとされ飢スタソダー
ド・オイル，ウィソチェスター・アームなどの例が引かれている。以上のようた企業者
活動の目標の変化についての措定は，企業者活動の方向の変遷を伝えていてまことに参
考になるが，ただ，第三のステップがながすぎるという感じもする。
　第四章「近代的経営管理制度の成立」も，経営学を学ぶ者にとって，関心の深い部分
である。ここでは，経営組織の問題が展開されているからである。第一節は「アメリカ
における企業経営組織の発展」となっており，遠く南北戦争以前の経営組織から，産業
革命を経て，犬規模企業へと発展していく経営組織の擦移がとらえられている。ここで
は，消費財部門と生産財部門のあいだに，大きな差異のあることが指摘されている。つ
まり，前者にあっては水平的，地域的拡犬の方向がとられたのに対して，後者では，垂
直的な企業統合がすすめられたという。第二節においては，F．W．テイラーを先頭とす
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る科学的管理法の問題と，集権的な職能別組織の形成が論じられる。第三節はr分権的
事業部制の発展と確立」となっており，さきの製品多角化や市場の地域的拡大化に相応
Lて，集権的な職能別組織から分権的事業部制への変更が語られている。製品多角化の
面から分権的事業部を導入したケースとしてはデュ・ポソ，GE，GMなどが，市場の
地域的拡犬にもとづくものとしては，シアーズ・ローバック，スタソダード・オイル
（ニュージャージー）などが，例証されている。ニュージャージーなどでは，トヅプ・マ
ネジメソトをして日常業務の負担から解放させ，戦略的な意思決定に専念させるという
理由も，新しい組織方法へ移行するドライブとなっている，とい㌔たお重要の点は，
この組織的ステヅブにおいて，P．スローソ，E．ゲイリーなどの著名な専門経営者が登
場してくることである。
　最後の第五章の「アメリカにおける経営管理の特質」は分量はすくないけれども，ま
えの四章の要約ないし結論ともいうべきもので，とくに第二節には，r結論＝アメリカ的
経営管理制度の特質」という題が冠せられてい私第五章では、アメリカにおいて企業
老概念がもっとも完全なかたちで展開し，杜会の工業化の起動力として作用したこと，
この企業家は経済的合理性を追求して．たえず創造的な革新をおこなったことがあらた
めて強調され，このための戦略，経営管理システムの発展，特質がのべられている。げ
れども本書によれぱ，こうした企業老活動のパターンは，アメリカという特殊底杜会・
文化的環境のなかで発展したものであり，わがくにはもとより，ヨーロヅバ諸国，その
他の諸国においては，それぞれの有する杜会・文化的環境の差異によって，別のパター
ンが生じうることが指摘されてい挑その比較研究の必要性がのべられてい飢
　本書の叙述は以上のごとくであるが，アメリカの企業老活動が，史的観点からきわめ
て包括的に具体的に掻かれており，それを知るための絶好の手引書となっている。アメ
リカの企業活動について，実際のケースを引証しながら，これほど包括的にとらえた著
書は，ほかにないのではないか。とりわけ，これまでの経営学の研究が，とかく企業に
対する史的観点を欠いでいただげに，その点からも，本書の意義は大きいといわなけれ
ぱならないo
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